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未来をひらく 町民主体の
まちづくりに向けて

自ら学ぶ力を育てる
教育に向けて

伊仙町長

伊田 正則

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、令
和
8
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
中
は
、町
政
運

営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
昨
年
、伊
仙
町
長
と
し
て
就

任
し
町
政
を
担
う
重
責
を
改
め
て
胸

に
刻
ん
で
お
り
ま
す
。
就
任
に
あ
た

り
掲
げ
た
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
充
実
、

農
業
の
さ
ら
な
る
振
興
、豊
か
な
自
然

と
歴
史
・
文
化
の
継
承
、そ
し
て
長
寿

と
子
宝
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る
こ
と

を
柱
と
し
た
政
策
を
、今
後
の
伊
仙
町

の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
伊
仙

町
は
、鹿
児
島
県
で
唯
一「
健
康
・
美
・

長
寿
推
進
協
議
会
」の
一
員
と
し
て
選

出
さ
れ
、京
都
府
京
丹
後
市
で
の
世
界

長
寿
サ
ミ
ッ
ト
や
大
阪
・
関
西
万
博

を
通
じ
て「
長
寿
の
ま
ち
伊
仙
町
」と

し
て
全
世
界
に
向
け
て
伊
仙
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、奄
美
群
島
日
本
復
帰
と
い
う
歴

史
的
節
目
を
記
念
し
本
町
で
は
17
年

ぶ
り
と
な
る
奄
美
群
島
日
本
復
帰
記

念
駅
伝
競
走
大
会
や
、日
本
復
帰
記
念

の
集
い
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
本
復
帰
記
念
の
集
い
は
、当

時
日
本
復
帰
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

先
人
の
み
な
さ
ま
の
思
い
に
改
め
て

心
を
寄
せ
、
そ
の
歩
み
を
次
代
へ
と

つ
な
ぐ
大
切
な
機
会
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き

た「
長
寿
の
ま
ち
伊
仙
町
」の
誇
り
と
、

泉
芳
朗
翁
を
は
じ
め
奄
美
群
島
日
本

復
帰
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
志

を
子
や
孫
へ
と
確
実
に
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
、町
政
運
営
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は「
午
年
」で
ご
ざ
い

ま
す
。
駆
け
抜
け
る
馬
の
よ
う
な
躍

動
感
を
も
っ
て
、
伊
仙
町
が
さ
ら
な

る
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
に
町
政
を

進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、新
し
い
年
が
み
な
さ
ま
に

お
き
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
す
。

令
和
8
年
1
月

            

伊
仙
町
長  

伊
田 

正
則

特 集

伊仙町教育委員会
教育長

幸田 順一郎

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
本
町
教
育
行
政
の

推
進
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
多
様
化
が

一
層
進
ん
だ
一
年
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
む
教

育
の
推
進
に
努
め
、児
童
生
徒
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
・
更
新
に
よ
る

I
C
T
環
境
の
充
実
や
、各
種
検
定

受
験
費
用
の
全
額
補
助
な
ど
、主
体
的

学
び
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、各
小
中
学
校
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
に
よ
り

英
語
力
向
上
を
図
り
、本
年
2
月
に
は

「
伊
仙
町
英
語
教
育
推
進
交
流
事
業
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、沖
縄
の
教
育
機
関

や
博
物
館
訪
問
を
通
し
て
国
際
感
覚
豊

か
な
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。 

　
教
育
環
境
の
整
備
で
は
、鹿
浦
小
学

校
の
建
て
替
え
工
事
が
始
ま
り
、令
和

9
年
3
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
旧
徳
之
島
農
業
高

校
を
活
用
し
て
学
習
し
て
お
り
、
現

在
の
学
習
環
境
に
も
慣
れ
、新
校
舎
の

完
成
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
の
び
の

び
と
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、社
会
教
育
で
は「
い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
で
も
学
び
続
け

ら
れ
る
生
涯
学
習
」
を
推
進
し
、
家

庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力
向
上
に
つ

な
げ
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
が
学

び
を
地
域
で
生
か
せ
る
よ
う
、
多
様

な
学
習
機
会
の
提
供
、
社
会
教
育
関

係
団
体
の
支
援
や
文
化
・
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、生
涯
学
習

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
将
来
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち
や
町

民
の
み
な
さ
ま
が
主
体
的
に
学
び
を

深
め
、
豊
か
な
生
活
を
作
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
教
育
施
策
を
通

し
て
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
み
な
さ

ま
に
と
っ
て
幸
せ
で
充
実
し
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
8
年
1
月

     

伊
仙
町
教
育
委
員
会 

教
育
長

                       

幸
田 

順
一
郎

令和8年    年頭のあいさつ
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特 集

夫婦の節目を
お祝い 合同金婚式

　
令
和
7
年
11
月
6
日
、ほ
ー
ら
い
館
癒

て
ぃ
な
ホ
ー
ル
に
て
合
同
金
婚
式
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　
伊
仙
町
に
本
籍
が
あ
り
、昭
和
50
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
ご
結
婚
さ

れ
た
伊
仙
町
に
在
住
の
御
夫
婦
19
組
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
7
組
の
御
夫
婦
と
そ

の
御
家
族
が
御
参
加
く
だ
さ
り
、盛
大
な

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
催
し
で
は
面
縄
集
落
の
泉
氏
が
島
唄
を

ご
披
露
い
た
だ
い
た
他
、お
も
な
わ
こ
ど

も
園
の
園
児
約
30
名
が
伝
統
芸
能
「
稲
す

り
節
」を
披
露
し
、会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
の
み
な
さ

ま
が
仲
良
く
素
敵
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

結婚25周年 銀婚式 結婚55周年 エメラルド婚式

結婚30周年 真珠婚式 結婚60周年 ダイヤモンド婚式

結婚35周年 珊瑚婚式 結婚65周年 碧玉婚式・ブルースターサファイア婚式

結婚40周年 ルビー婚式 結婚70周年 プラチナ婚式

結婚45周年 サファイア婚式 結婚75周年 ダイヤモンド金婚式

結婚50周年 金婚式 結婚80周年 樫婚式

日
本
の
結
婚
記
念
日
の
名
称

寿

　結婚記念日を祝う風習は、一説ではドイツで始
まったと言われています。
イギリスでは、15周年までは1年単位、それ以降は
5年単位で祝う風習があるそうです。日本で結婚
記念日を祝うようになったのは、明治天皇が1894
年に大婚25年祝典を行ったのが最初とされ、それ
以降25年の銀婚式、50年の金婚式の習慣が一般
にも広まったとされています。

金婚式の由来
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紺綬褒章伝達式（株式会社フジヒサFJ・株式会社FJアドバンスの社員と香川銀行のみなさま）

株式会社フジヒサFJ 代表取締役 久保 進 様 株式会社FJアドバンス 代表取締役 久保 宏太 様

企業版ふるさと納税への感謝と
紺綬褒章伝達式

株式会社 フジヒサ FJ 様・ 株式会社 FJ アドバンス様を訪問

ご報告
　令和７年 11月11日、伊仙町をご支援いただいている（株）フジヒサ FJ 様・（株）FJ アドバンス様を訪問し、
国から授与された紺綬褒章を伊田町長よりお渡ししました。
両社には令和５年度から毎年1,000万円、合計6,000万円のご寄附をいただいています。寄附金は、教育や
行政サービスの向上に役立てています。
※あわせて今回、令和７年度にいただいた1,000万円のご寄附に対する町からの感謝状もそれぞれ贈呈いた
しました。
　今回は、これまでのご支援へのお礼と事業の報告を行い、今後の町づくりについて意見交換もさせていただ
きました。温かいご支援に、心より感謝申し上げます。

地域の安全を学ぶ1日見て・ふれて
・

体験！

11月9日に伊仙町総合体育館で、「消防・防災・防犯フェスタ」を開催しました。

　当日は、消防・防災・防犯に関する展示や放水体験、消防車
体験搭乗などを行い、楽しみながら防災・防犯意識を高める
ことができました。



町長の動き 伊仙町長の1ヵ月の
主な動静を

紹介いたします。
月日 行事 場所

11/15（土） 令和7年度伊仙町ゆめ・ときめき老人クラブスポーツ大会 伊仙町

18（火） RICOH ビジネスイノベーションラウンジ視察

東京都19（水）
全国町村長大会
鹿児島県選出自由民主党国会議員と町村長の懇親会

20（木） JALへの要請活動

22（土）
奄美島唄と大島紬並びに物産紹介イベント

ロサン
ゼルス

南カリフォルニア奄美会創立50周年記念式典及び食事会
23（日） 奄美大島物産展･物産紹介･世界自然遺産･世界三大織物

26（水）

徳之島虹の会理事長及び、美延氏 来庁 伊仙町

令和7年度 徳之島警察署管内企業等
防衛連絡協議会総会 徳之島町

徳之島経済同志会講演会・懇親会

28（金）
中央要請活動 要望先：関係省庁、県選出国会議員他

東京都
奄美ティダネシア交流会

29（土） 第66回 奄美群島日本復帰記念大島地区駅伝競走大会　
開会式

伊仙町

30（日） 第66回 奄美群島日本復帰記念大島地区駅伝競走大会

12/1（月）

全体朝礼
NTT西日本鹿児島支店 来庁
介護保険運営協議会
民生委員 一斉改選 委嘱状交付

2（火） 味の素AGF株式会社徳之島訪問対応

4（木）
阪急交通社室田部長 鹿児島支店長ナガサコ氏 来庁

公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンター･
東京医科大学 挨拶･事業説明

5（金）
株式会社エムズ 挨拶来庁
こころの健康づくり講演会

6（土） 徳之島警察署 意見交換会 徳之島町

7（日） 奄美トレイルウォーキング

伊仙町

8（月）
南西糖業 神崎社長他3名、製糖開始挨拶
環境省 大林所長 来庁

9（火）
第4回 定例会 開会
南西糖業安全祈願祭

10（水）
第4回 定例会
健康教室

11（木） 第4回 定例会 閉会
12（金） 徳之島愛ランド広域連合議会 打合せ
13（土） 子どもの居場所コランネ開所式 徳之島町
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●
勤
務
日
等

　
原
則
平
日
勤
務

  （
1
日
4
時
間
～
7.5
時
間
）

※
学
校
長
の
指
示
で
土
曜
の
勤
務
を

　
行
う
場
合
あ
り

●
報
酬

　
時
給
1,
0
2
6
円（
所
得
税
含
む
）

●
保
険

　
・
傷
害
保
険
加
入 

あ
り

　
・
雇
用
保
険

     （
勤
務
時
間
に
よ
り
異
な
る
）

●
勤
務
地
　
要
相
談

●
そ
の
他

　
交
通
費
・
旅
費
等
支
給 

な
し

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
教
育
委
員
会
総
務
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

4
6
5
1

●
令
和
7
年
度 

特
別
支
援
教
育

　
支
援
員（
中
学
校
）の
募
集
に

　
つ
い
て

●
契
約
期
間  

～
令
和
8
年
3
月
31
日

●
勤
務
内
容

①
知
的
・
情
緒
障
が
い
の
各
特
別
支
援

学
級
の
教
育
活
動
充
実
の
た
め
の
介
助

②
学
校
に
お
け
る
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

困っているときは一人で抱え込まず、
誰かに相談しましょう。

子
育
て
支
援
課

伊
仙
町
教
育
委
員
会
総
務
課

●
児
童
手
当
の「
支
払
日
」が

　
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
10
月
に
行
わ
れ
た
児
童
手

当
制
度
改
正
に
合
わ
せ
、令
和
8
年
4
月

支
給
か
ら
、支
払
日
が
7
日
か
ら
10
日
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
支
払
日（
偶
数
月
10

日
）が
土
日
祝
日
の
場
合
は
、金
融
機
関

の
前
営
業
日
が
支
払
日
と
な
り
ま
す
。

※「
支
払
通
知
書
」は
廃
止
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、支
給
金
額
等
の
確
認

に
つ
い
て
は
支
払
日（
偶
数
月
10
日
）

以
降
に
通
帳
の
記
帳
等
に
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課 

児
童
手
当
係

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
4

　事業用の償却資産をお持ちの方は、
毎年1月1日現在における償却資産に
ついて、その年の1月31日までに申告を
していただくことになっています。
令和8年1月1日現在の償却資産の申告
については、令和8年2月2日（月）が提
出期限となります。期限内での申告書の
提出をお願いします。

＜申告していただく方＞
令和8年1月1日現在事業のために用いる
ことができる資産を伊仙町に有する方

＜申告書について＞
償却資産の申告書は、12月下旬に発送
しております。お手元に申告書が届かな
い場合または、新規に事務所を設立し
伊仙町に償却資産を有する方で申告書
が必要な場合は、お手数ですが償却資
産担当まで申告書の送付をお申し付け
ください。

償却資産の
申告書の提出に

ついて

特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
中
学
校
）

こころの電話相談窓口
■相談無料 ■秘密厳守　
■匿名OK

相談窓口 電話番号 受付時間
伊仙町こころの電話相談 0997-86-4949 平日8：30～12：00、13：00～17：15

徳之島保健所 健康増進係 0997-82-0149 平日8：30～12：00、13：00～17：15

徳之島くらし・しごとサポートセンター 0997-82-1122 平日8：00～17：15／FAX：0997-82-1123

鹿児島県自殺予防情報センター 099-228-9558 月・木曜日／9：00～12：00、13：00～16：00

いのちの電話 099-250-7000 24時間365日

よりそいホットライン 0120-279-338 24時間365日

お問い合わせ

くらし支援課
TEL：0997-86-3113

各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。 INFORMATION
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令
和
7
年
度

伊
仙
町
戦
没
者
合
同
追
悼
式

11
07

11
02

11
30

11
12

11
14

　
伊
仙
町
総
合
体
育
館
に
て

福
祉
施
設
利
用
者
を
は
じ
め

関
係
者
、保
育
園
児
が
参
加
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
！

　
福
祉
施
設
利
用
者
と
関
係

者
は
徒
競
走
や
玉
入
れ
、
リ

レ
ー
で
体
を
動
か
し
、
園
児

た
ち
は
か
け
っ
こ
、
体
操
・

踊
り
・
和
太
鼓
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
11
月
2
日（
日
）に
第
47
回
伊
仙
町
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。喜
念
浜
公
園

駐
車
場
入
口
を
ス
タ
ー
ト
し
、糸
木
名
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、8
区
間
1
6.
4
k
m

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、本
年
度
よ
り
、各
中

学
校
区
2
チ
ー
ム
ず
つ
の
計
6
チ
ー
ム
が
参

加
し
、東
部
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
選
手
や
沿
道
で
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
町
民
の
み
な
さ
ま
、
選
手
編
成
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
校
区
の
み
な
さ
ま
へ

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
い
大
会
結
果

は
公
式
H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
30
日（
日
）に
第
66
回
奄
美
群
島
日

本
復
帰
記
念
駅
伝
競
走
大
会
が
伊
仙
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
郡
内
の
各
市
町
村
か
ら
男
子
14
チ
ー
ム

（
う
ち
4
チ
ー
ム
オ
ー
プ
ン
参
加
）、女
子
9

チ
ー
ム（
う
ち
1
チ
ー
ム
オ
ー
プ
ン
参
加
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
伊
仙
町
代
表
チ
ー
ム
は
男
女
と
も
に
A
・

B
の
2
チ
ー
ム
出
場
、A
チ
ー
ム
は
男
女
と

も
6
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
伊
仙
町
代
表
と

し
て
参
加
さ
れ
た
選
手
・
選
手
保
護
者
の
み

な
さ
ま
及
び
、交
通
規
制
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
、沿
道
で
ご
声
援
を
い
た

だ
い
た
み
な
さ
ま
へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
伊
仙
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事

業
の
一
環
で
、町
内
3
校
の
中
学
校

に
お
い
て
芸
術
鑑
賞
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

　
今
年
は
福
岡
よ
り
劇
団
ア
フ
リ
カ

の
み
な
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ア
フ
リ

カ
音
楽
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
生
徒
も
先
生
も
参
加
型
で
、リ
ズ

ム
を
と
っ
た
り
、体
を
動
か
し
た
り

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の

為
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
義
名
山
神
社 

慰
霊
碑
前
に
て
、

戦
没
者
合
同
追
悼
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
遺
族
や
来
賓
等
関
係
者
が
参
加

し
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
る
と
と
も

に
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

伊
仙
町
ふ
れ
あ
い
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
大
会

伊
仙
町
を
駆
け
抜
け
る
！

奄
美
群
島
の
ラ
ン
ナ
ー
が

集
結
！

中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

第21回

こ
の
ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
で
運
営
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

総
合
順
位

1
位
　
東
部
A
　
1
時
間
09
分
16
秒

2
位
　
中
部
A
　
1
時
間
09
分
25
秒

3
位
　
中
部
B
　
1
時
間
18
分
34
秒

大
会
最
終
結
果

【
男
子
】

1
位 

和
泊
町 

2
位 

奄
美
市
A

3
位 

与
論
町

・13

【
女
子
】

1
位 

奄
美
市 

2
位 

和
泊
町

3
位 

龍
郷
町
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60 年前の給食を再現！

稚魚の放流を体験！
阿権小学校が
表彰されました！

　60年前の昭和40年、徳之島で初めて給食セン
ターが建てられ、翌年から町内小中学生4,000 人に
対して給食がスタートしました。
　伊仙町の歴史を振り返る「伊仙町誌」の中から昭
和41年「広報いせん」に11月の献立表が載っており、
この献立の中から「11月4日の献立」を選び再現し
ました。 
　当時小学生だった、伊田正則町長と幸田順一郎教
育長が鹿浦小学校の児童と一緒に再現給食を実食
しました。

　喜念小学校の児童のみなさんが面縄港で
稚魚の放流体験を行いました。 
　それぞれバケツに入っていた稚魚をそっと放し、
海へ旅立っていく様子を見守りました。 体験し
た児童からは「海の
環境の話も聞け、と
てもいい経験になっ
た」と振り返り、身近
な自然について考え
るきっかけになった
ようです。

　阿権小学校が、令和７年度へき地・小規模
校教育優秀校表彰において、優秀校として表
彰されました。
  阿権小学校は毎年トライアスロン大会参加
者に「島っこガイド」を行い、阿権地区の豊か
な自然や文化遺産を紹介するなど、郷土に根
差した教育活動を実践しています。これまで
の小規模校のよさを生かした優れた教育活動
が評価されて、今回の表彰となりました。本当
におめでとうございます。

町 題話
の

11/20

11/07

再現メニュー
■コッペパン
■チョコクリーム
■昭和41年再現「鶏汁」風
■牛乳
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　「仕事はある？」「家はある？」の不安を、私たちがまとめてサポートします。ぜひ、この組合を紹介
してください。

　空き家バンクに登録してみませんか？「管理が大変」「今後どうしたらいいか分からない」「荷物が
あって貸せそうにない」など何でもお気軽にご相談ください。空き家を活かすことで、集落に人が
戻り、家が残り続け、島が元気になります。相談・登録は無料です。

　伊仙町で「島で暮らしたい人」と「働き手がほしい事業者」をつなぐために生まれた組合です。
町内の「仕事・住まい・地域とのつながり」を、まるごとサポートしています。
　年間を通して複数の仕事を経験できる「マルチワーク」という新しい働き方で、保育・介護・農業
など、町内の人手不足の現場へ働き手を派遣しています。島でいろんな仕事を試してみたい人、再就職
したい人にも安心です。

お問い
合わせ

とくのしま伊仙まちづくり協同組合
鹿児島県大島郡伊仙町古里185-2  ☎ 0997-86-3377

「伊仙まちづくり」で検索

ホームページ
二次元コード

で で
島 島 を応援します

島のみなさんへお願い

とくのしま伊仙まちづくり協同組合とは？

■子や孫が島に帰ってきたい時

■空き家をお持ちの方

く、働 す暮ら

■学童保育

■農業

 ■介護

 ■保育



2026
年

1
月

号
令
和
8
年
1
月
1日
発
行

伊
仙

町
役

場
 未

来
創

生
課

〒
891-8293 鹿

児
島

県
大

島
郡

伊
仙

町
大

字
伊

仙
1842

編
集

発
行

人口の動き
（2025年11月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,024 人

男 3,018 人

女 3,006 人

世帯数 3,445 世帯

出生 4 人

死亡 9 人

転入 34 人

転出 14 人

TEL 0997-86-3112　
FA

X
 0997-86-2301

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.tow

n.isen.kagoshim
a.jp/

戸
籍
の
窓

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

前
元
逢あ
い
か花

前
元 

祥
吾

犬
田
布

ご
結
婚
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

氏
名

集
落
名

 

　 

政
岡 

和
希

東
阿
三

 

　 

富
本 

莉
桜

上
面
縄

香
典
返
し
　
金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

年
齢

○
西
阿
三

牧 

小
夜
子
さ
ん

（
亡  

牧 

伸
吾
さ
ん
）

50
歳

○
西
阿
三

壽
山 

百
合
子
さ
ん
（
亡  

壽
山 

敏
夫
さ
ん
）
84
歳

○
喜
念

有
山 

喜
美
友
さ
ん
（
亡  

有
山 

ナ
ナ
エ
さ
ん
）
93
歳

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

TEL 0997-86-3376

定休日 日曜日

住   所 伊仙町喜念1553-1

営業時間 8：00 ～ 19：00

井上石油 
喜念給油所

開業して35年！
地域の為に役立てて

いけたらと思っています。 

長寿・子宝日本一の
町！

町のみなさんに素敵な笑顔を
届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを
読み取り、必要事項を入力し、掲載希望
写真を添付いただきご送付ください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3112

お問い合わせ

掲
載
者

    

募
集
！


